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沼津経営塾開催日

２月６日（木）沼津市民文化センター第四会議室 ＰM7:00より

馬の耳
どんな良い話を聞いても、何も行動しなかった私が「馬」ではな

く「人間」である証明をする為、勉強会等で学んだことをまとめ、
この「馬の耳」を作ることにしました。お世話になっている皆様の
ために、少しでもお役に立てればと思います。

【ＳＦもビックリ？】
ｉＰＳ細胞に続いて、またまた、凄い研究の発表

がありましたね！ どんな細胞にもなれる「ＳＴＡ
Ｐ細胞」の作製に成功したというのです。

ｉＰＳ細胞より簡易で、細胞を弱酸性の液体で刺
激するだけで、「万能細胞」に変化するらしいです。

研究も凄いんですが、ユニットリーダーが若い女
性って言うんですから、驚きも二倍ですよ！

しかも、そのリーダーの小保方晴子さんが、かわ
いらしいですよね！ 報道も研究より、小保方さん
の容姿やファッションに注目したり、指輪は○○製
で、どこのお店に売っているとか、ぜんぜん関係の
ないところまで報道しちゃって、何か違ってるん
じゃないのかなぁ～と思いながらも、それを見て喜
んでいる私がいます。（汗）

それにしても、ｉＰＳ細胞でウソをついちゃった
森口教授、また「私の方が先に見つけていた！」な
んて言い出さないか、心配だなぁ～

もうひとつ驚かされたのは、３Ｄプリンターです。
３Ｄプリンターってご存知ですよね？ プリンター
というと、ふつう紙に印刷しますが、それが立体で
印刷されるというもので、一般的には、製造業で試
作やモックアップなどが作られ、デザインを見たり、
機能を検討したりするのに使うようです。
ほとんどが樹脂で作られるようですが、紙や金属で
作ることが出来たり、数日前には、人間の細胞を
使って、人間の臓器が出来るという事をテレビで放
映していました。その話題は血管でしたが、樹脂製
の人工血管だと、身体が異物と反応したり、感染症
の危険などの課題もあったようですが、この３Ｄプ
リンターで作られた血管だと、本人の皮膚の細胞で
作るので、自己免疫が働きやすく、拒否反応が出に
くいという事でした。

医療の分野でも、どんどん進化していっています
ね。しかも、日本人が研究開発に成功しているって
いうのが嬉しいですし、誇らしいです。こうした発
明、研究の成功が、病気で苦しんでいる方や、悩ん
でいる方の救いになったらいいですよね。
私も弱酸性の液体を頭にかけてみようかな？（笑）

【永遠の０】
「永遠の０」皆さんは読まれましたか？

出版業界では、“戦争もの”のフィクションは売
れないという常識がある中、発行部数が４５０万部
を超えたのは、本当に凄いですね。そして、去年末
には映画にもなりました。

私、５０年生きてきて、生まれて初めて、一人で
映画館に映画を見に行ってきましたよ。この歳して、
ちょっと緊張しちゃいました。でも、非日常って感
じがしていいですね。

昔、角川映画の宣伝コピーに「読んでから見る
か？ 見てから読むか？」というのがありましたが、

私の場合は先に本を読みましたから、“読んでから
見る”ことになりました。

先に本を読んじゃうと、登場人物の顔や、その風
景とかが、自分なりの映像？として、頭の中に出来
上がっちゃうんですよね。

映画での表現が、自分の頭の中と違って、がっかり
したり、残念に思ってしまった経験、皆さんありま
せんか？ それでも、この作品は、かなり原作に忠
実に映画化されて、さすが、猛烈な勢いで大ヒット
をしているだけあって、とても感動する映画で、私
のすぐ前に座った年輩の方（私と同じくらいだった
りして）は、何回も鼻をすすり、涙をぬぐっていま
した。もちろん私も…

本でも映画でも、天才飛行機乗りでありながら、

帝国海軍一の臆病者といわれた宮部（主人公）が
「私一人が死んでも戦況は変わらないけど、妻と娘
の人生は変わります」と言っていたのが印象に残っ
ています。だから、どうしても生きて帰らなくては
いけなかったのですよね。生まれ変わってでも…

自分の意見など通るような時代ではない中、誰に
何と言われようが、自分が一番大切なものを見失わ
なかった宮部の生き方に、大きな愛を感じますし、
臆病者なんかではなく、本当の強さを持った男だと
思いました。自分の大切なものは何か？ そしてど
う生きるのか？ を問われたような気がしました。

また宮部のように、命を懸けて日本を守って下
さった方々のお蔭で、私たちの今の生活があるので
すね。自分の信念に忠実に、悔いのない人生したい
と思います。

http://www.net-ndk.co.jp/
mailto:ono@net-ndk.co.jp



	スライド番号 1
	スライド番号 2

